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例 言 
 

 
 

１．これは、重要文化財旧美歎水源地水道施設の保存活用計画―平成30年度改訂版―

である。 

２．本計画書は、「重要文化財（建造物）保存活用計画策定指針（文化庁）」（平成

11年3月制定）に基づいて作成した。 

３．本計画書は、文化庁及び鳥取県教育委員会文化財課の指導・協力のもと、鳥取市

の設置する重要文化財旧美歎水源地水道施設保存整備検討委員会で、平成25年度

に検討して策定したものを、整備完了に伴い平成30年度に改訂した。 

４．本計画は、貯水堰堤を所有・管理する鳥取県の了解を得て策定した。 

５．計画の策定は平成25年度国庫補助事業として実施し、改訂及び印刷は平成30年度

国庫補助事業として実施した。 

６．本計画の策定及び改訂業務は、株式会社 都市景観設計に委託した。 

７．本文及び写真・図版の著作権は、鳥取市教育委員会に帰属する。 
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